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毎年10月に入ると，文部省の科学研究費の申請の時期
がやってくる。今日この頃は，この厄介な仕事を片付け
てホッとしている方々も多いことであろう。
厄介な仕事と言うと，少くとも事務官僚あたりから叱
られそうな気がする，国民の血税を使いたいと申請する
のに何たる心がけかと言う所であろう。
しかし，私のこの悩みは恐らくは多くの研究者にとっ
ては共通の感慨ではあるまいか。学生時代の恩師で学士
院賞を受賞された I教授は， i調査と研究とは違う」と
いうことをよく言われた。研究という末知の世界が対称
でなければ，綿密な計画書を書くこともこれだけ苦には
ならないで、あろう。
研究というものの本質は，やって見なければ分らない
意外な発展と発見にあるのではなかろうか。たとえば， 
X線による体内の透視というような大発見は，決して研
究計画書に従って見出されたことではない。私共の最近
の小さな経験でも，呼吸調節に対する運動選手のトレー
ニング効果が，持久性と非持久性運動で予想、と全く逆の
結果となってしまった。このことは私共にとっては嬉し
い新発見であったが，あらかじめ科研費で申請した計画
からは大幅に外れてしまった。このように，具体的に申
請書を書くにあたっては，ある研究結果が右と出るか左
と出るかで，それからの研究の発展もまるで、違ってしま
うことも多い。それにもかかわらず，計画は 2-3年に
わたって，備品，消耗品，旅費，謝金などを含む綿密な
研究計画，方法の記載が要求される。
つい先頃， ある製薬会社の幹部が imakingでいこ
う」と言って実験データーを控造し，大きな社会問題と
なった。彼等の場合は，営利という目的があるから，た
とえ悪いこととは言え，その動機も心情もよく納得でき
る。しかし，科研費申請の場合につきまとう悩みは空し
さだけが残る不毛の世界である。
次に， 申請書に要求される「研究の特色・独創的な
点」の記載である。これは，米国などでもよく問題にな
ることと聞くが，研究のプライオリテイを守ろうとする
立場からは激しい抵抗感に悩まされる。今日の日進月歩
の科学の領域では，雑誌の編集委員や校閲者が投稿論文
の発表を意識的に抑えたり，延期させたりしてをき，そ
の聞に自分達の論文を発表してプライオリテイを獲得し
ようと計ることは決して珍しくない。まして，将来の研
究計画の申請書であれば，これを審査した人は合法的に
プライオリテイを窃取することも可能になる。その上審
査員はそれぞれの申請領域での専門家であるから問題は
厄介である。つまり相手を納得させる程度に真実を述べ
て，しかも本当の狙いはボカしてをくという技術が要求
される。さもなければ，審査員は神様だと信じて，すべ
て手の内をサラケ出すより仕方がない。いずれにしても
愉快な気持で書ける項目ではない。
私の知人の中には，科研費の申請にはすでに手がけて
いて，成果が上っている研究や，まとまりつつある研究
課題を出すという人もある。これだと話の筋は分ってい
るわけで、あるし，たしかに計画書も作りやすいであろ
う。しかし.将来の研究計画であるとして提出するには
矢張り後ろめたい気持はまぬがれまい。
研究者がこのような方向に逃れようとするのは次のよ
うな背景があるからではなかろうか。一般に研究結果を
論文にまとめるにあたっては，できるだけ余分な憶測や
仮定を排し，研究結果から言えることだけを正確に追及
するよう習慣づけられる。一方，科研費の申請で要求さ
れることは，予測にもとづいた物語りを具体性を帯びて
作り上げるということであろう。しかも審査をパスする
ためにはできるだけ見事な作文をしなければならない。 
1つの人格をもった人聞が以上 2つのことを同時にうま
く成しとげることはむつかしい。
私の知る限りでは， こんな面倒な科研費は一切やめ
て，全然申請しない人もある。それはそれで，誠にすっ
きりしたやり方で，私もできればあやかりたい心情にも
駆られる。しかし，人間は霞を喰って生きて行けないと
同様で，今日多くの研究室では講座費以外に何等かの財
源がなければ到底研究を維持できないのが実情ではなか
ろうか。少くとも本学医学部では過去10年の聞に，講座
費の伸びはほとんどゼロである。この間の物価の上昇を
考慮に入れると，実質上の値打ちは半分位に落ちこんで
しまっている。したがって，定期的に確保される講座費
では消耗品費をカバーするのがやっとという実情となっ
てしまった。このため少くとも大抵の基礎講座では，科
研費が得られるか否かはその年の研究活動を左右する重
大な要因となりつつある。しかも，文部省は講座費より
も科研費の方に予算の力点を移す方針であると聞く。
しからば，現在の申請書式をもっとわれわれにとって
抵抗感の少ないものに変えるということは出来ない相談
なのであろうか? (編集委員長本田良行〉
